
Part1 

4 

走行サーベイによる道路及びその近傍における空間線量率の測定	
	

安藤	真樹、斎藤	公明（原子力機構）	

	

	

1.調査目的	

福島第一原発から放出された放射性物質による現状における空間線量率を把握するため、

KURAMA-Ⅱ システム（小型 CsI シンチレーション検出器と GPS が一体となった簡易型測定

システム）を用いた走行サーベイによる調査を実施してきた。	

平成 27年度は、過去の走行サーベイ及びサーベイメータによる地表面から 1	m 高さの空

間線量率の測定結果と今回の測定結果を比較・解析し、空間線量率の変化傾向とその要因

を明らかにすることを目的とする。	

	

2.調査内容	

(1)調査期間、調査実施機関及び調査地域	

原子力機構による測定は、基本的に平成 24 年度～平成 26 年度の調査と同じ道路につい

て実施したが、平成 26年度の測定において事故由来の放射性セシウムの影響を受けている

と思われる 0.2	μSv/h 以上の測定データが観測されなかった地域（山形県、新潟県、山梨

県及び神奈川県の全域、並びに宮城県、群馬県及び埼玉県の一部道路）では、実施してい

ない。	

	

第 1回目：第 10次走行サーベイ	

� 原子力機構による測定：平成 27年 7月 2日～7月 24 日	
� 地方自治体（8県、約 70市町村）による測定：平成 27年 6月 29 日～8月 4日	
� 対象地域：8県（岩手県、宮城県、福島県、茨城県、栃木県、群馬県、埼玉県、千
葉県）。合計測定距離：約 5.0 万	km	

	

第 2回目：第 11次走行サーベイ	

� 原子力機構による測定：平成 27年 11 月 5日～11 月 27 日	
� 地方自治体（7県、約 60市町村）による測定：平成 27年 11 月 2日～12 月 18 日	
� 対象地域：8県（岩手県、宮城県、福島県、茨城県、栃木県、群馬県、埼玉県、千
葉県）。合計測定距離：約 4.1 万	km	

	

(2)調査内容の詳細	

自動車の後部座席の右側後方に KURAMA-Ⅱ システムを設置し、3 秒ごとに測定した空間

線量率データと GPS による位置情報を、携帯電話回線を通してデータ収集用サーバに転送

した。空間線量率が 0.2	μSv/h 以上の地域を中心に主要幹線道路について、原子力機構が

走行サーベイを実施した。さらに、地方自治体と協働（原子力機構は解析を担当）で細か

な道路を含む地方自治体が希望する道路について詳細な測定を実施した。	

車内における空間線量率測定値を車外の地上 1	m 高さの空間線量率に換算するための補

正係数を用いて、車内での測定結果から道路上 1	m 高さの空間線量率を求めた。これまで

と同様に、均一に放射性セシウムが沈着した広い場所を多数選んで行なった測定結果に基

づく線量率依存性のある補正係数1	を用いた。	

																													
1	平成 23 年度放射能測定調査委託事業,	「福島第一原子力発電所事故に伴う放射性物質の第二次分布状況等に関する調
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得られた空間線量率の測定結果及び GPS を用いて取得された位置情報を基に、道路上に

おいて連続的に測定された空間線量率の測定結果を地図上に記した空間線量率マップを作

成した。現在の空間線量率への寄与の大部分が放射性セシウムによるものであること、測

定期間中の放射性セシウムの物理減衰に伴う空間線量率の減少は 2％程度と評価され測定

機器の有する誤差よりも十分に小さいことを考慮して、空間線量率測定値を一定の日付に

揃える減衰補正を行なわず、測定した日の測定結果をそのまま使用した。マップ作成の基

になる空間線量率データは、原子力機構及び地方自治体の測定結果を区別せず使用した。

また、測定値の統計誤差（ばらつき誤差）を低減させるため、これまでと同様に、走行地

域を 100	m 四方のメッシュに分割し、そのメッシュ内に含まれる各測定箇所での空間線量

率の値を平均してメッシュの代表値とした。なお、KURAMA-Ⅱ システムによる測定の不確

かさ（装置の系統的誤差）は±10％である2。	

これらの測定結果を用いて、空間線量率の経時変化状況を確認するとともに、土地利用

の違い等に基づく空間線量率の変化傾向の違いを確認した。	

	

3.結果と考察	

平成27年度の第10次走行サーベイ及び第11次走行サーベイの結果に基づき作成した空

間線量率マップを図-1及び図-2に示す（本報告書では、特に断らない限りバックグラウン

ドを含んだ空間線量率となっている）。現状では、福島第一原発から 80	km 圏内や栃木県北

東部の一部を除き、0.2	μSv/h 未満の地域がほとんどを占めていることが分かる。比較の

ため、第 1 次走行サーベイからの測定結果に基づき作成した空間線量率マップ（ただし福

島第一原発から 80	km 圏内主体）を Appendix-1 に示す。これら図から、全体的に時間の経

過とともに空間線量率が減衰する傾向が確認できる。	

第 1 次走行サーベイ（平成 23 年 6 月 4 日から 6月 13 日）により得られた空間線量率と

同じメッシュ（ただし福島第一原発から 80	km 圏内。以下、特に断らない限り同様とする。）

における第 10 次走行サーベイ及び第 11 次走行サーベイで得られた空間線量率の測定結果

の相関図を図-3に示す。回帰直線の傾きは空間線量率の高いデータの影響を受けて適切な

比較の指標とならない場合があるため、図中には、得られた空間線量率の合計値と、その

第 1次走行サーベイに対する比率（以下「合計線量率比」という。）をあわせて示す。合計

線量率比は共通の箇所で比較を行っているので、合計線量率をデータ数 26,034 で割ると

80	km 圏内における平均空間線量率が得られる。第 1次走行サーベイに比べて第 10次走行

サーベイでは時間が約 50ヶ月間経過することで、道路上の空間線量率は合計線量率比によ

る比較では 21％程度に減少し、第 11次走行サーベイでは時間が約 54ヶ月間経過すること

で、合計線量率比による比較では 19％程度に減少した。放射性セシウムの物理減衰から計

算した線量率比が、それぞれ 43％（第 10次走行サーベイ）及び 41％（第 11次走行サーベ

イ）であることを踏まえると、走行サーベイによる測定結果がより早く（2 倍程度）減少

している。	

次に、道路上の空間線量率とその周辺の空間線量率の関係を調べるために、走行サーベ

イと同時期にサーベイメータを用いて測定したかく乱の少ない平坦地の地上 1	m 高さの空

間線量率（以下単に「地表面から 1	m 高さの空間線量率」とする。）の測定データ3	を比較

																																								 																																								 													

査研究」,	日本原子力研究開発機構ホームページ,	第 1 編,	1-47,		

http://fukushima.jaea.go.jp/initiatives/cat01/pdf05/01-04.pdf.	
2	津田修一,	他，"走行サーベイシステム KURAMA-II を用いた測定の基盤整備と実測への適用,"	JAEA-Technology	

2013-037,	(2013).	
3	本報告書（"平成 27 年度放射性物質測定調査委託費（東京電力株式会社福島第一原子力発電所事故に伴う放射性物質の

分布データの集約）事業"	成果報告書）の「人為的なかく乱の少ない平坦な開かれた土地における空間線量率分布測定」

を参照のこと。	
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する。サーベイメータを用いて測定した地点の半径 100	m 以内に走行サーベイの測定結果

（100	m メッシュの中心点）が存在する場合に、両者の空間線量率測定結果の相関をとっ

た。第 10 次走行サーベイと同じ時期に行われた地表面から 1	m 高さの空間線量率（平成

27年 8月調査）のデータ間の相関を図-4に示す。データのばらつきはあるものの明確な相

関が確認できることから、これまでの測定同様、走行サーベイの結果は地表面から 1	m 高

さの空間線量率を反映した結果となっている。地表面から 1	m 高さの空間線量率は、第 10

次走行サーベイの値に対して回帰直線の傾きによる比較及び合計線量率値の比較で 1.5 倍

程度大きい値を示すことがわかる。走行サーベイ測定に対する同時期の地表面から 1	m 高

さの空間線量率測定の合計線量率比を調査時期（第 2次～第 10次走行サーベイ）ごとに図

-5に示す。初期から第 5次走行サーベイまでは走行サーベイに対する地表面から 1	m 高さ

の空間線量率の比率（定点/走行）が増大するが、第 5次走行サーベイ以降は両者の空間線

量率の減少率は同程度となっている。このことは、比較的初期の段階において走行サーベ

イ特有の早く減衰する成分が相対的に小さくなり、第 5 次走行サーベイ以降は平坦地と同

様の傾向で空間線量率が減少していることを示していると考えられる。	

第 1 次走行サーベイに対する第 2 次以降の走行サーベイの合計線量率比の経時変化を図

-6に示す。放射性セシウムの物理減衰及び地表面から 1	m 高さの空間線量率の経時変化を

あわせて示した。空間線量率の減少率を詳しく調べると、第 4 次走行サーベイから第 6 次

走行サーベイまで（約 300 日経過）で 0.75（物理減衰は 0.84）、第 6 次走行サーベイから

第 8次走行サーベイまで（約 370 日経過）で 0.71（物理減衰は 0.82）、第 8 次走行サーベ

イから第 10 次走行サーベイまで（約 370 日経過）で 0.78（物理減衰は 0.85）であった。

過去 3 年間を約 1 年間隔で短期的に見た場合でも、走行サーベイによる空間線量率の減少

率は放射性セシウムの物理減衰による減少率よりも大きいことが確認された。	

図-7 に、第 1 次走行サーベイから第 11 次走行サーベイまでに共通の 100	m メッシュに

ついて、空間線量率の頻度分布を示す。ただし、地方自治体のみが測定を実施した第 3 次

走行サーベイについては、データが存在する地域が偏っているため除外した。空間線量率

が 0.2～1.9	μSv/h の区分では、第 1 次から第 2 次の約半年間で大きく減少していること

が分かる。また、当初は 0.2	μSv/h 以上の地域が減少し 0.2	μSv/h 以下の地域が増加す

る傾向にあったが、第8次走行サーベイ以降は0.1	μSv/h以上の地域が減少し0.1	μSv/h

以下の地域が増加傾向となっており、より空間線量率の低い地域の割合が増加してきてい

ることが分かる。	

測定した道路が避難指示区域（原子力災害対策本部が設定した避難指示解除準備区域、

居住制限区域及び帰還困難区域）の内側あるいは外側に位置するか分類し、第 1 次走行サ

ーベイに対する第 2次以降の走行サーベイの合計線量率比の経時変化を図-8に示す。避難

指示区域内外の分類は、平成 27年 9月 5日時点のものを使ってデータ解析した（図-9；本

報告書では、避難指示区域内外の分類をこのデータに基づいて解析している）。図-8より、

第8次走行サーベイまでは避難指示区域外では避難指示区域内よりも合計線量率比が13～

22％小さい。また、避難指示区域内では物理減衰と走行サーベイによる空間線量率の比率

はほぼ一定（0.85～1.01：平均 0.92）で減少しているのに対し、同区域外では平成 25 年

頃を境にして比較的早い減少（物理減衰に対する第 1 次～第 5 次走行サーベイによる空間

線量率の比率；0.73～0.98：平均 0.88）から緩やかな減少（物理減衰に対する第 6次～第

11次走行サーベイによる空間線量率の比率；0.90～1.00：平均 0.97）に変化している。こ

れは、避難指示区域内外での除染の進捗の違いや車両往来等による放射性セシウムの減少

が異なるためと考えられる。	

空間線量率減少の季節に対する依存性の有無を確認するため、第 1 次走行サーベイから

第 11走行サーベイまで（ただし、第 3次走行サーベイは除く）に共通する 100	m メッシュ
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での「夏から冬」と「冬から夏」の減少傾向を比較した（図-10）。2 回の測定の間におけ

る物理減衰率により規格化することで、測定間隔の違いを補正した。図-10 より、空間線

量率減少の季節に対する明確な依存性は見られなかった。	

空間線量率の減少傾向と土地利用状況との関係を調べるため、走行サーベイを行った道

路が存在する 100	m メッシュを国土交通省の国土数値情報4	に基づき「田」、「その他の農

用地」、「森林」、「建物用地」及び「道路」に分類されたメッシュについて、第 1 次走行サ

ーベイに対する第 10 次及び第 11 次走行サーベイでの合計線量率比を表-1 に示す。また、

「田」、「その他農用地」、「森林」及び「建物用地」に分類されたメッシュについて、第 1

次走行サーベイに対する第 2 次以降の走行サーベイの合計線量率比の経時変化を図-11 に

示す。全走行サーベイ期間を通して「森林」での線量率の減衰が他に比べて小さく、「建物

用地」での線量率の減衰が他に比べて早い傾向がある。なお、図-6に示した走行サーベイ

（土地全体）の経時変化は、「田」や「その他農用地」にほぼ等しかった。森林と建物用地

での合計線量率比は、それぞれ 0.24 と 0.19（第 1次走行サーベイに対する第 10次走行サ

ーベイ）及び 0.21 と 0.17（第 1 次走行サーベイに対する第 11 次走行サーベイ）であり、

森林と建物用地での減少率は 20％以上の差がある。測定誤差を超える有意な差であるとい

える。ウェザリングの影響の受けやすさ、人間活動量（交通量）や除染の影響等が道路周

辺の土地利用によって異なるためと考えられる。	

東日本の広範囲にて測定を実施している第 4 次以降の走行サーベイについて、県ごとの

合計線量率比の経時変化を図-12 に示す。ここでは、福島第一原発から 80	km 圏外も含め

た全データを対象とし、福島事故の影響をより正確に把握するため、県ごとに天然放射性

核種からの空間線量率への寄与（バックグラウンド）を除外して空間線量率合計値を求め

た5。福島県では減少が直線的であるが、他県では経時変化にばらつきが大きい。平成 27

年度（第 10 次及び第 11 次走行サーベイ）測定での空間線量率の県内平均値（バックグラ

ウンド差引後）は、福島県以外では 0.04	μSv/h 以下であり、見かけ上の変動はあっても

有意な差ではない。さらに、各県について市町村ごとに第 4次走行サーベイ（平成 24年度

1 回目）、第 7 次走行サーベイ（平成 25 年度 2 回目）及び第 10 次走行サーベイ（平成 27

年度 1回目）の測定データを集計した結果を Appendix-2 に示す。	

	

4.まとめ	

第 10 次及び第 11 次走行サーベイを実施し第 1 次走行サーベイからの空間線量率の変化

傾向を調べた。これは、空間線量率分布の予測モデル構築等に資するものである。現状で

は、福島第一原発から 80	km 圏内や栃木県北東部の一部を除き、0.2	μSv/h 未満の地域が

ほとんどを占めている状況であった。	

平成 23 年度の第 1次走行サーベイに対する平成 27 年度の第 10 次及び第 11 次走行サー

ベイでの合計線量率比は、放射性セシウムの物理減衰から計算した線量率の減少率 0.4 程

度に比べて 0.2 程度であった。また、現状においても走行サーベイによる空間線量率の減

少率は放射性セシウムの物理減衰による減少率よりも大きいことが確認された。	

走行サーベイ及びサーベイメータによる地表面から 1	m 高さの空間線量率の測定を比較

																													
4	全国総合開発計画、国土利用計画、国土形成計画などの国土計画の策定や推進の支援のために、国土交通省が国土に関

する様々な情報を整備、数値化したデータのこと。100m メッシュ単位に地図記号や衛星画像の色調から判断し 11 種類の

項目に分類されている。	
5	KURAMA-Ⅱによる測定結果から求めた各県市町村内平均のバックグラウンド空間線量率（求め方は文献（森内茂,	"施設

寄与分と BG 変動の分離（評価）,"	原子力工業,	20,	19-23	(1974).）及び平成 26 年度報告書（“平成 26 年度放射性物

質測定調査費（東京電力（株）福島第一原子力発電所事故に伴う放射性物質の分布データの集約及び移行モデルの開発）

事業”成果報告書）を参照）を用い、市町村毎にバックグラウンドを差し引いた空間線量率を求め県内で合計した。各市

町村平均のバックグラウンド空間線量率は Appendix-2 の各表に示した。	
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した結果、最近約 1 年間での道路及びその周辺での両者の空間線量率の減少率はほぼ同じ

であった。	

避難指示区域内外で合計線量率比の経時変化を比較した結果、避難指示区域内では指数

関数的にほぼ一定比率で減少しているのに対し、同区域外では平成 25年頃を境にして比較

的早い減少から緩やかな減少に変化している傾向が見られた。空間線量率の減少は土地利

用状況に影響を受け、森林においては減少が小さく、建物用地においては減少が大きい傾

向が見られた。県ごとの空間線量率の経時変化を調べた結果、福島県では減少率が他県よ

り大きいことが分かった。これら傾向は、測定地域によって除染の進捗や人間活動・車両

往来等が異なること、ウェザリングの影響の受けやすさが道路周辺の土地利用によって異

なることによって、放射性セシウムの減少が異なるためと考えられる。	
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表-1	 第 1 次走行サーベイ（平成 23 年度）と第 10 次及び第 11 次走行サーベイ（平

成 27 年度 1 回目及び 2 回目）の土地利用状況の主要区分に分類されたメッシュで

の合計線量率比の比較	

（第 1 次走行サーベイ、第 10 次及び第 11 次走行サーベイにおいて共通する 100	m

メッシュ（福島第一原発から 80	km 圏内）を対象にした）	

	

	

土地利用状況区分	 データ数	
第 1 次走行サーベイとの比率	

第 10次走行サーベイ	 第 11次走行サーベイ	

全体	 26,034		 0.21		 0.19		

田	 6,859		 0.21		 0.19		

その他の農用地	 3,264		 0.20		 0.18		

森林	 7,426		 0.24		 0.21		

建物用地	 6,603		 0.19		 0.17		

道路	 643		 0.22		 0.21		
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図-1	 第 10 次走行サーベイの測定結果	

（測定期間：平成 27 年 6 月 29 日～8 月 4 日）	

図-2	 第 11 次走行サーベイの測定結果	

（測定期間：平成 27 年 11 月 2 日～12 月 18 日）	
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図-3	 第 1 次走行サーベイ結果と第 10 次及び第 11 次走行サーベイ結果との相関図	

（福島第一原発から 80	km 圏内を対象とした）	

	

	

	

	

図-4	 地表面から 1	m 高さの空間線量率（サーベイメータによる平成 27 年 8 月測

定）と	

第 10 次走行サーベイ（平成 27 年度第 1 回目測定；福島第一原発から 80	km 圏内を

対象とした）による空間線量率測定の相関図	 	
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図-5	 地表面から 1	m 高さの空間線量率と走行サーベイによる	

空間線量率の合計値の比率の経時変化	

（福島第一原発から 80	km 圏内を対象とした）	

	

	

	

	

	

図-6	 第 1 次走行サーベイに対する第 2 次以降の走行サーベイの	

合計線量率比の経時変化	

（地表面から 1	m 高さの空間線量率の変化傾向と物理減衰による経時変化を同時に

示した；福島第一原発から 80	km 圏内を対象とした）	 	
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図-7	 走行サーベイにより測定した空間線量率の経時変化の	

空間線量率との関係	

（測定データ数の頻度分布（空間線量率範囲ごとの測定箇所データ数の総数に対す

る割合）の経時変化を示す；福島第一原発から 80	km 圏内を対象とした）	

	

	

	

	

	

図-8	 第 1 次走行サーベイに対する第 2 次以降の走行サーベイの	

避難指示区域内と区域外での合計線量率比の経時変化	

（福島第一原発から 80	km 圏内を対象とした）	 	

	��

��	

	 �		 �		 			 �		 �			 ��		 ��		 �			

')&0

47 *589

47 *584

+
6
.
5
(
�
7
1
.
5
(
%

,�$2/1320���-3"!

�
�
8�������

,�$6.,�$
8�������#�
�������#9

,�$6.,�$
8�������#�
�������#9

,	$6.,
$
8������
#�
�������#9

,�$6.,�$
8���	��
#�
���	���#9

�
	����

�
8������ ���
������

��



Part1 

14 

	

	

図-9	 避難指示区域の概念図(平成 27 年 9 月 5 日時点)	

	

	

	

図-10	 空間線量率の減少率（物理減衰に対する比率）の	

季節ごとの変化傾向の違い	

（測定時期の異なる各測定間における空間線量率の合計線量率比を夏から冬、冬か

ら夏に分類し、物理減衰により規格化した；福島第一原発から 80	km 圏内を対象と

した）	 	
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図-11	 第 1 次走行サーベイに対する第 2 次以降の走行サーベイの	

土地利用状況の区分ごとの合計線量率比の経時変化	

（福島第一原発から 80	km 圏内を対象とした）	

	

	

	

	

図-12	 第 4 次走行サーベイに対する第 5 次以降の走行サーベイの	

各県内合計線量率比の経時変化	

（各市町村平均の天然放射性核種からの空間線量率への寄与（バックグラウンド）

を差し引いたのち、県内で合計している。ただし、埼玉県は三郷市と吉川市のみ）	
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Appendix-1	 走行サーベイ測定による空間線量率の変化（主に福島第一原発から 80	km 圏内）	

	

	 	 	 	 	
第 1 次走行サーベイ（H23.6）	 第 2 次及び第 3次走行	

サーベイ（H24.3）	

第 4 次走行サーベイ（H24.9）	 第 5 次走行サーベイ（H24.11）	 第 6 次走行サーベイ（H25.7）	

	 	 	 	 	

第 7 次走行サーベイ（H25.11）	 第 8 次走行サーベイ（H26.7）	 第 9 次走行サーベイ（H26.11）	 第 10 次走行サーベイ（H27.7）	 第 11次走行サーベイ（H27.11）	
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Appendix-2	

	

市町村ごとにKURAMA-Ⅱによる測定結果から評価した天然放射

性核種からの空間線量率への寄与（バックグラウンド）を除去し

た空間線量率の市町村平均及び最大値を県ごとに示す。なお、宇

宙線の寄与は KURAMA-Ⅱ測定では含まれていない。	

最大値が 0.2	μSv/h 以上を赤字で示した。測定データのない

場合は「-」とした。バックグラウンドを差し引いた結果、空間

線量率が負の値となる場合がある。	

市町村名の色塗りは、汚染状況重点調査地域の指定を受け、平

成 27 年 6 月末時点で除染措置未完了である地域を黄色、除染措

置が完了した地域を緑色、同指定を解除した地域を灰色で示した。	

	

表-2	 岩手県	

	

表-3	 宮城県	

	

�	� �
� �	� �
� �	� �
�

�� 253558 535>7 2 2 25355; 535;< 5358=

��� 53566 535;8 2 2 53558 535;9 53579

!�� 5355= 5368 2 2 253556 535<7 5357=

��� 5355; 5366 2 2 5355; 5366 535:7


� 53585 5368 53555 535<9 53566 535>6 5359;

(�� 53565 535== 53567 53596 253557 53659 53586

��� 5356: 535>< 53566 535<< 53556 535<5 53588

)*� 5356= 5368 53565 5358; 53557 535>: 5358;

-"� 5357> 5367 53567 5365 5356= 5367 5358;

�� 53586 5366 5356< 535>> 5355< 535=7 53586

,F� 5358< 536; 53577 5365 53567 535<7 53585


'�� 53588 536< 5356: 535;; 5356: 5366 53589

0�1�� 5359: 536; 53585 535:7 53567 535=8 5357<

� 53565 5365 25356: 5355> 253559 535;8 535:=

�/� 535<< 5395 53596 5376 5357> 5375 5358;

��� 535:= 53<6 5358; 5389 53579 5375 53588

�� 535=5 537> 53598 536> 5357> 536; 5359<

� ��
&�EH
G%
@D?C4BA

$<� $65�$9�

#.%+�@D?C4BA

��� ��� ��� ��� ��� ���

'�)� ECEHG ECFK ECEFL ECFF B B ECEHN

$	� ECELN ECHH ECEJH ECGI ECEGL ECFL ECEHL

17� ECEHE ECFJ ECEFN ECFH B B ECEIE

��� ECEIL ECGN ECEGL ECFL ECEFG ECFJ ECEHH

�90 ECEJF ECGJ ECEGK ECFJ ECEFH ECFG ECEHL

*=0 ECEFE ECEKN BECEEF ECEIH ECEEM ECELE ECEIN

3�� ECEFI ECFJ ECEEK ECFG ECEEH ECFG ECEIN

9?0 ECEFI ECENN ECEFE ECELM B B ECEIG

!"�� ECEFF ECELJ ECEEN ECEML B B ECEIH

��0 ECEGE ECFI ECEFH ECENG ECEFI ECFE ECEIM

"�0 ECEFL ECENE ECEEL ECENE B B ECEIE

�0 ECEGG ECEML ECEFN ECENN B B ECEHF

�=0 ECEHE ECFG ECEGF ECEMI B B ECEGK

��0 ECEFG ECFF ECEFF ECEMJ B B ECEHJ

�5� ECEFG ECEIK ECEFG ECEJI B B ECEGM

�>�� ECEEM ECEMM ECEEJ ECEKE B B ECEHF

��� ECEGG ECFE ECEFG ECFE B B ECEGL

�
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��0 ECEGG ECFF ECEFF ECELE B B ECEGL

;-0 ECEGM ECENI ECEFK ECENJ B B ECEHJ

 /0 ECEHK ECFJ ECEGJ ECEMK B B ECEGI

#/0 ECEIK ECFL ECEHF ECFF B B ECEGN

�.0 ECEIL ECFM ECEGN ECFH ECEFK ECELN ECEGK

��0 ECEMG ECGG ECEIH ECFJ ECEGF ECFG ECEGN

�(	0 ECEJG ECFJ ECEHH ECFE ECEGG ECEME ECEGK

23� ECFH ECLI ECEMI ECIK ECEIN ECGN ECEGN
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表-4	 福島県（県中、県南及び会津地方）	

	

表-5	 茨城県	

	

��� #�� ��� #�� ��� #��

6$� SQUU TQZ\ SQTU TQUX SQS[T SQ\S SQSW\

G�� SQU[ TQTW SQTZ SQ[X SQS[U SQWX SQSXS

�!7 SQUW TQSU SQTX SQZV SQSYX SQVW SQSYW

�J7 SQS\X SQUW SQSWV SQTZ SQSWV SQUS SQSXT

NF�� SQVY TQTU SQT\ SQ\W SQS\Z SQZT SQSYW

;�7 SQSZU SQVS SQSXT SQUV SQSUX SQTU SQSYY

5�$ SQS[Y SQUW SQSX[ SQUY SQSVV SQTW SQSZT

L;7 SQTT SQVV SQSYT SQUV SQSUW SQTV SQSZU

�($ SQUT SQ[Z SQTY SQ[X SQS[U SQVX SQSX\

�6$ SQSY\ SQUV SQSXY SQUU SQSVV SQTW SQSYY

0�7 SQS[S SQUU SQSXU SQTW SQSWS SQTV SQSYT

�,7 SQTV SQ[W SQSZS SQVU SQSWZ SQUU SQSYS

DH$ SQVT SQZ[ SQUS SQYS SQTS SQVW SQSWV

.�$ SQTY SQXW SQTS SQXS SQSYS SQT\ SQSYW

��$ SQSYS SQTY SQSVY SQTV SQSUY SQTU SQSX\

:�7 SQTS SQWZ SQSXU SQUS SQSVX SQTY SQSYV

8-� SQUV SQ\W SQTV SQWZ SQSZV SQVU SQSYW

)�7 SQTU SQWY SQSZY SQU[ SQSWY SQUS SQSYY

:<7 SQSW\ SQTX SQSUU SQTV SQSTZ SQS[W SQSYX

�7 SQSZS SQVU SQSWT SQUW SQSUZ SQTY SQSYZ

O�$ SQTT SQU[ SQSXX SQTY SQSVY SQTW SQSY\

3B�7 SQSWZ SQUT SQSWS SQTZ SQSU\ SQTZ SQSWY

��
$ SQSZY SQT[ SQSWZ SQT[ SQSVV SQTT SQSXT

�� � SQSXY SQVT SQSVX SQTX SQSUS SQTX SQSXT

D�/7 SQSUW SQTT SQST\ SQTY SQSSW SQS[T SQSX\

�/��7 SQS[[ SQUV SQSYV SQT\ SQSW[ SQTY SQSVZ

1�$ SQSYX SQTV SQSWU SQTU SQSUX SQTS SQSXW

�/C%� SQSV[ SQUS SQSUU SQTW SQSTV SQTX SQSYT

�/@I7 SQSV\ SQUS SQSUU SQT[ SQSSY SQS\W SQSYY

'/7 SQSXY SQT\ SQSVZ SQTW SQSUV SQS[W SQSXX

"�$ SQSVW SQTV P P SQSTS SQSY[ SQSYW

�H7 SQSSZ SQS[Y SQSSV SQSYY SQSSU SQSZY SQSXW

	�/7 SQSUW SQT[ SQSTW SQTY SQSU\ SQTY SQSWV

�E7 SQSTT SQTT SQSTV SQTU P P SQSYS
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表-6	 栃木県	

	
	

	

	

	

	

	

	

表-7	 群馬県	

	

	 	

�
� �� �
� �� �
� ��

5:' @>BC @>F@ @>AC @>D@ @>@GF @>BE @>@EH

5:��� @>B@ @>HB @>AC @>DC @>@FB @>CC @>@EB

&�� @>@HC @>CE @>@EB @>BG @>@CA @>AF @>@EH

*�� @>AB @>DG @>@FI @>BG @>@EB @>B@ @>@EE

�1' @>AA @>CD @>@HA @>BF @>@CI @>AI @>@EC

��� @>@IE @>DE @>@FA @>CG @>@CB @>BC @>@ED

< � @>@CA @>CB @>@AF @>AC @>@@I @>AI @>@EF

�7� @>@AE @>B@ @>@AD @>AG @>@AH @>AG @>@EB

4�� @>@BA @>AA @>@BA @>AA @>@A@ @>AA @>@E@

5$�' @>@BG @>AG @>@AI @>AA @>@@E @>AA @>@EF

QPR� @>@CC @>AF @>@BB @>AA @>@@I @>A@ @>@EA

5:!�� @>@B@ @>AA @>@AG @>AA @>@@D @>AE @>@EB

;��' @>@BA @>AB @>@AI @>A@ @>@@F @>AH @>@DE

�6�� @>@BF @>AE @>@AG @>AB @>@@G @>AC @>@DG

�%' @>@B@ @>@HF @>@AG @>A@ @>@@H @>@HG @>@ED

��� @>@AA @>AC @>@A@ @>A@ =@>@@F @>AB @>@FA

0�' @>@BA @>AA @>@AE @>AA @>@@C @>@HC @>@EB
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表-8	 埼玉県	

	

表-9	 千葉県	

	

 �� *��  �� *��  �� *��

�R� b`bjg b`dc b`bge b`db b`bef b`cg b`bgc

�� b`bfh b`cf b`beb b`cg b`bci b`ce b`bgc

�7� b`bff b`cj b`bdj b`cd _ _ b`bgh

K
� b`bdi b`cc b`bch b`cb _ _ b`bhb

PO� b`bdb b`cb b`bcd b`ch _ _ b`bgb

1�@ b`bcj b`bje b`bce b`bjf _ _ b`bfh

)(Q� b`bce b`bjd b`bcg b`cb b`bbc b`bec b`bfi

��� b`bdc b`ci b`bci b`cf _ _ b`bgd

M� b`bbi b`bek b`bbj b`bhd _ _ b`bgj

%?� b`bcj b`cc b`bcf b`bic _ _ b`bfk


Y� b`bce b`bjf b`bbg b`bkf b`bbe b`bfj b`bgh

L?� b`bdd b`cc b`bcg b`bfh _ _ b`bgb

!&� b`bbj b`bjj b`bbg b`bji _ _ b`bge

.%@ b`bcd b`bkd b`bbi b`bkc _ _ b`bfk

��� b`bdh b`cg b`bdi b`bjf b`bbc b`bdk b`beh

A�� b`bdd b`cb b`bdc b`bhc _ _ b`bfk

H>� b`bck b`bik b`bdc b`bib _ _ b`bgb

N?� b`bbi b`bkd b`bdd b`bhc _ _ b`bfk

��@ b`bcb b`cc b`bbb b`bgf b`bbc b`bee b`bgh

C�@ b`bbg b`bhf b`bbb b`bec b`bbb b`bck b`bgg

\�� b`bcc b`cd b`bbj b`bje _ _ b`bgi

'#� b`bcg b`bhh _b`bbc b`bki _ _ b`bhe

+X� _b`bbf b`bhh _b`bbh b`bii _ _ b`bhe

��� b`bcg b`cd b`bcc b`cc _ _ b`bfk

��@ b`bci b`cd b`bch b`cf _ _ b`bgd

��@ b`bdf b`ch b`bce b`bkj _ _ b`bgd

sruw� b`bcb b`cc b`bbi b`bkf _ _ b`bgh

;O� b`bch b`cb b`bce b`bjd _ _ b`bfj

D<� b`bcg b`ce b`bcg b`ce _ _ b`bgd

ZI� b`bbk b`bkd b`bbf b`bic _ _ b`bgk

-"� b`bbh b`big b`bbf b`bjh _ _ b`bgf

5O� b`bbe b`bke b`bbi b`bid _ _ b`bfj

$,� b`bbj b`bjc b`bbg b`cc _ _ b`bgk

]{�� b`bdd b`bjh b`bbk b`bjh _ _ b`bgf

([� b`bcd b`bij b`bbi b`bfc _ _ b`bgd

A�� b`bdd b`cb b`bdc b`bhc _ _ b`bfk

6�@ b`bei b`bhi b`bce b`bkk _ _ b`bfc

39@ b`bbh b`cb b`bbb b`beh _ _ b`bgj

BT@ b`bbi b`bhi b`bbk b`bgj _ _ b`bgd

V8@ b`bcf b`bik b`bcb b`bgk _ _ b`bgc

�^T@ b`bce b`bkd b`bcb b`cb _ _ b`bgk

0D</ b`bcc b`bid b`bbf b`bfd _ _ b`bgj

�S@ b`bdh b`bkk b`bdc b`bik _ _ b`bfc

��@ b`bcc b`ce b`bcc b`bgk _ _ b`bgc
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表-2～表-9 の測定結果から各県での特徴を以下にまとめる。	

	

＜岩手県＞	

県北部の一戸町～北上市の 7 市町については、経時変化はみられない。また、遠野市や

住田町では、減少傾向が見られるが第 10 次走行サーベイでは 0.01	μSv/h 以下となってい

る。汚染状況重点調査地域の指定を受けていない市町村では、バックグラウンドレベルの

まま（経時変化がみられない）、または、バックグラウンドレベルまで空間線量率が低下し

てきている。	

	

＜宮城県＞	

最大値が 0.2	μSv/h 以上となる市町村は徐々に縮小し、第 10 次走行サーベイでは、白

石市と丸森町のみとなった。県中部地域など汚染状況重点調査地域の指定を受けていない

市町村では、バックグラウンドレベルのまま（経時変化がみられない）、または、バックグ

ラウンドレベルまで空間線量率が低下してきている。	

	

＜福島県＞	

最大値が 0.2	μSv/h 以上となる市町村は縮小する傾向にある。特に会津及び南会津地方

では、ほとんどの市町村でバックグラウンドレベルのまま（経時変化がみられない）、また

は、バックグラウンドレベルまで空間線量率が低下してきている。	

	

＜茨城県＞	

最大値が 0.2	μSv/h 以上となる市町村は縮小する傾向にあり、第 10 次走行サーベイで

は北茨城市のみであった。県中部～西部地域など汚染状況重点調査地域の指定を受けてい

ない、あるいは、除染措置が完了した市町村（筑西市、結城市、下妻市、八千代町、古河

市、境町、坂東市、小美玉市、神栖市、稲敷市、利根町、河内町、日立市及び東海村）で

は、バックグラウンドレベルのまま（経時変化がみられない）、または、バックグラウンド

レベルまで空間線量率が低下してきている。	

	

＜栃木県＞	

最大値が 0.2	μSv/h 以上となる市町村は縮小する傾向にある。汚染状況重点調査地域の

指定を受けている市町村以外では、バックグラウンドレベルのまま（経時変化がみられな

い）、または、バックグラウンドレベルまで空間線量率が低下してきている。	

南東部の足利市、那珂川町、さくら市、那須烏山市、高根沢町、宇都宮市、茂木町では、

経時変化はみられるものの、第 10 次平均値で 0.01	μSv/h 以下であった。	

栃木市、益子町、上三川町、壬生町、下野市、小山市、野木町、市貝町、芳賀町、真岡

市では、平均値の経時変化はほとんどないといえる。	

	

＜群馬県＞	

最大値が 0.2	μSv/h 以上となる市町村は縮小傾向にあり、第 10 次走行サーベイでは存

在しなかった。汚染状況重点調査地域の指定を受けている沼田市、渋川市、安中市では、

経時変化はみられるものの第 10 次平均値で 0.01	μSv/h 以下であった。汚染状況重点調査

地域の指定を受けている市町村以外では、バックグラウンドレベルのまま（経時変化がみ

られない）、または、バックグラウンドレベルまで空間線量率が低下してきている。	
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＜埼玉県＞	

平成 27 年度は、汚染状況重点調査地域の指定を受けている三郷市及び吉川市を原子力機

構による測定対象地域とした。	

放射性セシウムの影響が有意に見られるのは、東部地域のごく一部（三郷市、吉川市、

八潮市など）であり、その他の市町村では、第 4 次や第 7 次走行サーベイの時点でほぼバ

ックグラウンドレベルであり経時変化もみられない。また、0.2	μSv/h 以上となる市町村

は三郷市を除いてなかった。	

	

＜千葉県＞	

汚染状況重点調査地域の指定を受けている市町村では経時変化が見られる。ただし野田

市では経時変化は少ない。	

浦安市、佐倉市、酒々井町では、経時変化はみられるものの第 10 次平均値で 0.01	μSv/h

以下であった。	

四街道市、習志野市、千葉市、神崎町、成田市、富里市、八街市、多古町、東庄町、銚

子市、旭市、匝瑳市、木更津市、君津市、富津市、東金市、芝山町では、平均値の経時変

化はほとんどないといえる。	
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